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はじめに（研究の目的）






















































































































































































































































































































































































　第３章の内容は第１章 ( 総則 )　第２章（子
どもの発達）に示されたことを踏まえ、保育所
の「保育の内容」について述べている。この章
は、養護と教育に関わるねらい及び内容が示
され、保育計画に関わる部分の多い章である
ので、保育士の関心も高いと予想する。
　第２章の内容は、発達過程が書かれており、
就学前の子どもの発達過程を８つに区分して、
それぞれがどのような特徴があるのかを述べ
ている。これらの発達過程を普段の保育に活
かしている様子がうかがえる。
保育指針が改定され、保育の変化や意識の変
化はありましたか？
項目 人数（名）
変化あり 255
変化なし 80
無回答 65
結果
　「変化あり」と答えた方でどのような部分で
変化があったのか自由記述をしてもらった。
【自由記述】（一部抜粋）
・以前よりも一人ひとりの子どもをしっかりと
見るようになった。
・向上心が高まった。
・保育計画がより綿密になった。
・保護者への支援を心がけるようになった。
・毎日、自分の保育を評価、反省し、記録する
ことによって、その日のことをじっくりと振
り返ることができるようになった。
・保育園独自のものを作るので、職員間の意識
が変わった。
・計画を立て、保育の内容が充実した。
・食育についての詳しい知識が必要になるの
で、勉強が必要であると感じた。
・子どもの主体性を大切にしようという意識が
出てきた。
　以上のような意見が多かったのだが、一方で
・書類が増え、負担になっている。
という意見も見られた。
結果
　全体的に指針を活かしながら保育を行って
いる保育士が多くみられた。また、専門職と
しての意識が高まったという意見が多かった。
園単位でも研修会を開いて指針についての学
習を進めているところもあった。
　指導計画・日案・月案などの書き方等につ
いて学習している園もあった。
　まだ施行されて間もないので、指導計画等、
園の中でも試行錯誤している様子がうかがえ
る。
　長崎県内で指導計画等のフォームがあるも
のの、実際の子ども達の様子を見ながら、保
護者・保育士・看護師・調理員、保育に携わ
るすべての者が子どもの望ましい成長のため
連携をとりながら柔軟に計画・記録を作成す
ることが望ましいと考える。
　保育指針の改定は、保育現場の保育士には
大きな影響を与えていることが分かった。
　
おわりに
　保育指針の現任研修に参加させていただい
たのであるが、私たち養成校としての使命は、
現在の社会情勢を見据え、子どもたちの置か
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れた状況を把握し、子どもたちの望ましい育
ち、最善の利益のために何ができるか考え、
行動できることのできる保育士を育成するこ
とである。
　保育士の働く保育所・福祉施設は社会の今
を映し出す世界である。日々変化する社会情
勢の中で今後未来を担っていく子どもたちを
どのような想いで育てるか、そしてその核と
なる保育士をどのように育成するか養成校の
責任は重いものである。
　この責任を感じ、今後も学生と共に子ども
の最善の利益のために何が必要で何ができる
か一緒に考えていきたいと思う。
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